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【は じめ に】　揮発性有機化合物 （VOC ）は 、廃棄物焼却炉や 自動車の 排気ガス 、あ る い は金属機械部

品の 脱脂 、洗浄工 程 の 排気な どを通 し て 、大気環境 中に 排出 されて い る 。 こ の分布状態 を解明す る

ため に、群馬県 お よ び東京都 に お ける VOC を活性炭チ ュ
ーブ捕集 一溶媒抽出一GCIMS 法で 測定 した 。

【方 法 】　調査 期間は 、1998年 1 月 7 日〜 1 月 17 日で 、調査 地点は 、群馬県衛生 環境研究所敷地 内

（前橋）、国 立公衆衛生院敷地 内 （東京） の 2 箇所で ある 。

　サ ン プル の 捕集 は活 性炭充填チ ュ
ーブ （柴 田 科学）の 先 に 過塩素酸マ グネシ ウム の 脱水管 を接続

し 、 ポ ン プ （ス ペ ル コ ） を用 い て 、 約 250ml／min の 流量で吸引する ことで行 っ た。活性炭チ ュ
ーブ

は原則 と し て 、9：00 お よ び 18；OO の 1 日 2 、；佼 換 し、お よそ 24 時間を カバ ー
した 。

　採取後．捕集管か ら吸着剤 を 10ml の 共 栓試 験管 に移 し、二 硫化 炭素 （作 業環境測 定用 ＞ 1m1 を

加 え 、対象成分 を抽 出 した 。試 験溶液の 1μ1 を GC ！MS に注入 して 、定性、定量 を行 っ た 。 測定 し

た成分 は、芳香族炭化水素 10、ハ ロ ゲ ン化炭化水 素 g、含酸素炭化水 素 7、そ の 他 の 炭化水素 15
の 41 物質 で あ っ た 。

【結果】　調査結果の 概要 を表 1 に示 す 。 表 の 数値 は、最低 および最 高濃度 を示 して い る 。 ほ とん

ど の 化 合 物に つ い て 、最高濃度、平均濃度 （表 に は 示されて い ない ）と もに東京〉前橋で あっ た。

特に 、 トルエ ン 、 クロ ロ ホルム、p一ジ ク ロ ロ ベ ンゼ ンお よ び直鎖の脂肪族炭化水 素で この 傾向は顕

著で あ っ た 。人為的な影響 の 大き さを考 える と、東京 の 大 気 に よ り多 くの VOC が存在す る と考 え

られ る の で 、こ の 結果 は妥 当と思わ れ る 。

　　　　　　　　　　　　　 表 1　 　大 気 中VOC の GC ／MS 測定結果
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